
─  1 ─

編　修　趣　意　書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種	目 学年

103 － 242 高等学校 外国語 論理・表現Ⅱ

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教科書名

1．編修の基本方針
　本書は，英語教育を通して，多文化共生時代を生きるために求められる資質・能力と，豊かな人間性を育成するこ
とを教育理念とし，それを具現化するために次の 3点を編修の基本方針としました。

①「知識・技能」の観点（第 1 号）

・	英語で表現するための語彙力，文法力，表現力を育てる。
・	英語の言語材料を使って，さまざまなタスクを行う力を育てる。
・	英語でのアウトプット（スピーキングとライティング）の技能を鍛える。

➡	語彙力，文法力，表現力を育てるためのコーナーをレッスン内に配置しています。

	 英語で発信するために必要な英語の基本形（文法）を理解する。

	 個々の文法の意味や働きを把握する。

論理的な構成や展開の工夫を学習する。

テーマに関する語彙を増やす。

	 言語活動の準備として文法項目の知識の確認をする。

②「思考力・判断力・表現力」の観点（第 4 号，第 5 号）

・	物事を論理的に思考する力を育てる。
・	現象を分析し，傾向性や因果関係などを判断する力を育てる。
・	英語での会話，事物の描写，論理展開などを学習して，自己表現力・対話力を育てる。

➡	現象を分析し因果関係などを判断する力や，論理的に思考する力を育てるためのコーナーを用意しました。 

Introduction （pp.6 ～ 15）論理的に考えたり伝えたりすることの意味や重要性，それと表現との関連な
どを解説。

	 （各課 1ページ目）各課テーマに関して書いたり話したりする際の，論理的観点からのア
ドバイス。

➡	各レッスンでは課ごとのテーマで自分のことを表現するさまざまな TASK を設けています。話す（やり取り・発表）
活動，書く活動をバランスよく，また有機的に組み合わせて置きました。

TASK 　

Introduction 本課の学習に入る前に，英語の文をつくるために必要な品詞，語順，文の種類について確認しましょう。
スピーチをしてみよう! パラグラフを書いてみよう! 論理的に考えてみよう!
ディベートをしてみよう! プレゼンテーションをしてみよう! ディスカッションをしてみよう!
英語を使った発信活動を効果的に行うための方法についてまとめています。

KEEP TALKING 英語を使う場面を設定し，その場面でよく使われる表現を取り上げています。
Communication TIPS 英語でコミュニケーションするうえで，知っておきたいことを取り上げています。
REVIEW　各Zoneで学習した項目についてまとめています。
EXTENSION プラスαの表現や，発展的なトピック・資料などを紹介しています。

論理と表現の力がつく3ユニットのレッスン構成
　本書の20のレッスンは，1導入→2定着→3発展という 3ユニット構成になっています。1「導入」となる最初
のページでは，さまざまな場面の会話（Start-Up）を題材にして，英語の形や語順，表現，発音・アクセントを意
識しながら話す練習をします。2「定着」のページ（INTERACTIONS）では，英語で話す・書くというTASKを
通して，必要な知識と技能を身につけていきます。3「発展」のページ（ACTIVE LEARNING）では，設定された
テーマについて「話す」活動や，「書く」活動を積極的に行うことで，論理的に考え，判断し，表現する力をつけます。

1導入

Start-Up 学習するポイントを含む会話です。
Tips for Better Communication 英語で円滑なコミュニケーションをするためのひけつです。

ORMS 英語で発信するために必要な英語の基本形（文法）を理解します。
XPRESSIONS コミュニケーションに必要な表現を理解します。
OUNDS 日本語の音との違いに気をつけながら，発音の練習をします。
ALK ひとりでリピートしたり，ペアになって会話の練習をしたりします。
Pick-Up 会話の中から，英語らしい表現などを取り上げています。

2定着

NTERACTIONS A B C D の 4項目の例文とTASKを通して，課のテーマにそったやりとりをします。
-GUIDE FORMSのポイントを説明します。

-GUIDE EXPRESSIONSの例を挙げ，表現の幅を広げます。

TASK 話話す書書く耳聞く対ペアワークの演習を通して，知識と技能を身につけます。
!注意 確認 参考 学習するうえでの「注意」「確認」「参考」事項です。

OCABULARY 課のテーマで発信するために必要な語い力を高めます。
Self-Check 各項目が達成できたか，各自で評価し確認します。

3発展

CTIVE LEARNING 課のテーマにそって発信活動をします。
SHARE 自分のことや自分の意見について話し，グループやクラスメイトと共有します。

WRITE 自分のことや自分の意見について，まとまった英文を書きます。

OGICAL THINKING 論理的に考え，判断し，表現するために大切なことを理解します。

1導入 3発展

LESSO
N

1

1
LESSON

Start-Up

I live far from here I usually  

take the train

Oh, really! 

QR相手からの問いかけに答えたら，もうひとつ情報を加えましょう。会
話にリズムが生まれ，その情報をもとにさらに会話を発展させることができます。

Tips for Better Communication

ORMS
動詞の現在形

XPRESSIONS

例

OUNDS

話 l l l l l ll l l r r r r r r r

ALK

「（学校には）電車で来ます」と言いたいとき，交通手段を表すbyを使ったI come to school by train.でも
通じますが，I take the train.とすると英語らしい表現になります。バスや自転車ならI take the bus. / I ride my
bike［bicycle］.という表現を使います。徒歩通学であればI walk to school. が自然な表現です。

Pick-Up

24

Introducing Yourself  

自分のことを伝えるとき，I like playing the piano. I read many books.と事実を並べるだけではつながりのない
文章になってしまいます。I like playing the piano. I really love classicalmusic.のように具体的な情報をつけた
り，文と文の関連も意識して，まとまりのある文章にしていきましょう。

OGICAL THINKING

クラスメイトのことを紹介してみようSHARE

クラスメイトにインタビューして情報を集めよう。
例 Which junior high school are you from?

How do you come to school?
What do you do in your free time?
What is your favorite sport［food/musician］?

インタビューしたクラスメイトのことをメモしよう。
 is from .

He/She  to school.
He/She  in his/her free time.
His/Her favorite .

グループになって，インタビューしたクラスメイトのことをほかの人に紹介しよう。
聞き手はそれぞれの発表について，感想を言ったり質問したりしよう。

「朝の習慣」について書こうWRITE

自分が朝していることを書き出そう。
例 I get up at 6:00. I get dressed. I eat breakfast.
I ride my bike to school. It takes fifteen minutes.

接続詞（and, but, when）や副詞（first, then）などを使って，時間の流れにそって自分の朝の
習慣を文章にしてみよう。
例 I usually get up at 6:00. First I get dressed and then take my dog for a walk. After

that, I eat breakfast and brush my teeth. I leave for school at seven 7:15.

Self-Check（できたことに を入れよう）
インタビューしたクラスメイトを紹介することができた。 3 2 1

朝の習慣について，時間の流れにそって書くことができた。 3 2 1

CTIVE LEARNING

LESSO
N

1

QRNTERACTIONS
A 現在の状態を表す 現在形：状態動詞

like
has

-GUIDE

TASK 書与えられた動詞を使ってイラストの内容を表そう（否定文にする場合もある）。

B いつもすることを表す 現在形：動作動詞

get
teaches

-GUIDE

TASK 書空所を埋めて文章を完成させよう。

C している最中のことを表す 現在進行形

’m writing
is getting

-GUIDE

TASK 耳対会話を聞いて空所を埋めよう。

-GUIDE

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。

D これからの予定を表す 現在進行形：予定

is visiting

-GUIDE

TASK 書対与えられた動詞を使って質問への答えを完成させよう。

OCABULARY

Self-Check（できたことに を入れよう）
□ A

□ B

□ C

□ D

2定着

③

5

10

15

20

25

30
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③「主体的かつ対話的に学習に取り組む態度」の観点（第 2 号，第 3 号）

・	「なすべきこと」について行動計画を立て，それを実行する力を育てる。
・	他者との協働を通して新たな可能性を創り出す共創力を育てる。

➡	学習到達目標を提示することにより，主体的に学習に取り組む態度を育みます。
	 　レッスンごとの学習到達目標を Self-Check，Zone ごとの学習到達目標を Study	Flowとして提示し，英語で表現
する意欲と主体性を持たせます。学習の振り返りと自己評価も行えるようになっています。

➡	主体的・対話的に学習に取り組む活動を，各課のゴールに置きました。

	 （各課 4 ページ目）各課のゴールとなる 4 ページ目を Active Learningと題し，与えられた
テーマについて主体的に考えたり調べたりしたうえで，自己発信を行う場としました。また，
Peer	Review として，クラスメイトと英文を交換してお互いにチェックする場を設けました。

SHARE 　	 グループで情報交換を行うステップを毎回踏ませることで，協働を通して新たな可能性を創り
出す共創力が育めるように設計しました。

  	 自ら主体的に考えたり調べたりしたことを，英文にまとめて書く力を養います。

2．対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

各
レ
ッ
ス
ン
１
ペ
ー
ジ
目~

４
ペ
ー
ジ
目

LESSON	1 ～ 15 高校生にとって身近な「趣味」「学習・課外活動」「情報社会」「食と
健康」などのほか，「幸福」「多様性」「SDGs」など，幅広い多様なテー
マや場面を取り上げました。
（第 1号　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，
豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこと。）

各レッスンの：
1ページ目	Start-Up
4 ページ目	Active	
Learning

LESSON	1，4 自主・自律の精神を養うため，「将来の夢」「ボランティア活動」をテー
マに取り上げました。
（第 2号　個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，
自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関連を重視
し，勤労を重んずる態度を養うこと。）

17~20，33~36 ページ

LESSON	8，9，12 社会に積極的に参画する心を育むため，「幸福」「リーダーシップ」「多
様性」などをテーマに取り上げました。
（第 3号　正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずると
ともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その
発展に寄与する態度を養うこと。）

57~60，61~64，81~84
ページ

LESSON	6 デジタルネイティブの高校生に情報の扱い方を考えさせるため，「情
報社会」などのテーマを取り上げて，思考したり，表現したりする
活動を設けました。（第 3号）

41~44 ページ

LESSON	15 生命や生活環境について考えさせるため，「食品ロス」などの問題を
テーマにして，思考したり，表現したりする活動を設けました。
（第 4号　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度
を養うこと。）

101~104 ページ

LESSON	5，7，10，
11，13

言語や異文化に対する理解や関心が深まるように，「現代社会の利便
性」「ことばと思考」「日本の紹介	」「イノベーション」「観光」など，
自国や他国の文化や習慣，技術，諸問題に関するテーマを取り上げ，
思考したり，表現したりする活動を設けました。
（第 5号　伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷
土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うこと。）

37~40，51~54，71~74，
75~78，93~96 ページ

１
ペ
ー

ジ
目

Forms 当該レッスンで扱う学習項目の解説をし，その記述を生徒にとって
分かりやすいものにすることで，主体的に予習と復習をする学習習
慣を身に付けることができるように工夫しました。（第 2号）

各レッスンの１ページ目
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２
〜
３

ペ
ー
ジ
目

・TASK
・CHECK

各 3領域の技能を用いて表現をする活動を有機的に組み合わせて，
言語の統合的な理解を促す構成としました。（第 1号）

各レッスンの 2~3 ペー
ジ目

４
ペ
ー

ジ
目

・SHARE
・WRITE

SHARE とWRITE では，社会形成に参画する喜びを与えるように
工夫しました。（第 3号）

各レッスンの 4ページ
目

コ
ラ
ム

・	Tips	for	English	
Expressions
	 ① ~⑤
・	EXTENSION

言語について，幅広い知識と教養を身に付ける扶助となるコラムを
設けました。（第 1号）

・	29，45，55，65，105
ページ

・	56，79，80，85ページ

発
信
活
動

・	スクリプト・ライ
ティングをしてみ
よう！

・	スピーチをしてみ
よう！

・	プレゼンテーショ
ンをしてみよう！

・	ディベートをして
みよう！

・	ディスカッション
をしてみよう！

・	パラグラフを書い
てみよう！

・	Supplementary	
Writing	
Exercises

・	相手の気持ちを配慮しつつ，意図を円滑に伝達するための知識を
提供しました。（第 1号）

・	社会人になって勤労に従事する際に有用な，伝達手法（ライティ
ング・スピーチ・プレゼンテーション・ディスカッション・ディベー
トなど）の知識を提供しました。（第 2号）

・	106 ページでは，「ジェンダーの平等」のテーマを取り上げ，そ
のことについて思考したり，表現したりする活動を含めました。
	（第 3号）
・	120 ページでは，「地球温暖化」のテーマを取り上げ，そのことに
ついて思考したり，表現したりする活動を含めました。（第 4号）

30~31 ページ（スクリ
プト）
46~49 ページ（スピー
チ）
66~69 ページ（プレゼ
ンテーション）
86~91 ページ（ディべー
ト）
106~109 ページ（ディ
スカッション）
110~121 ページ（パラ
グラフ）
122~125 ページ
（Supplementary）

後
見

返
し

Study	Flow 生徒自身が目標を意識し，学習意欲を向上させることができるよう
に，学習到達目標を一覧形式で表示しました。（第 2号）

後見返し

 3．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色  

① 学習上の配慮
・	題材や登場する人物などについては，性別による偏りがないように配慮しました。また，人種や身体的特徴などに
ついても，多様性に留意しました。

・	豊かな人間性，創造性の獲得に資するため，紙面全体を通じて美しく読みやすい書体や，色彩豊かなデザイン，親
しみやすいイラストを用いるように心がけました。

・	各レッスンの Start-Upと，Interactions の基本例文は，音声を二次元コードで提供し，学習者が自由に再生して学
べるようにしました。

② 題材の選定
・	性別や人種，特定の世界観や宗教に偏らないように努め，広いものの見方ができるように配慮しました。
・	題材の内容は，学校生活，日常生活，ボランティア，幸福，技術革新，文化，社会問題など，さまざまな分野から
選びました。

③ 円滑な導入
・	論理の構成や展開を工夫して情報や考えを伝えられるようになるための準備として，Introduction ページを設けま
した。さまざまなテーマについて自分で考え，次にペアで話し，文章にします。

④ 環境への配慮
・	管理された森林資源を使用するなど，再生可能で環境にやさしい原料や製法で作られた用紙を使用しています。
・	植物由来の油，およびそれらを主体とした廃食用油等をリサイクルした再生油を含んだ植物油インキを使用してい
ます。
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編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種 目 学年

103 － 242 高等学校 外国語 論理・表現Ⅱ

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教科書名

1．編修上特に意を用いた点や特色

（1）  高等学校外国語科の目標を実現するための工夫
1） 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め，これらを実際のコミュニケーションにおい

て目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けさせるため，各レッスン中に Speaking（音
声），Vocabulary（語彙），Expressions（表現，言語の働き），Forms・F-GUIDE（文法）と要素ごとに
例を提示しました。

2） コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて外国語で考え，情報の要点や，話し手や書き手の
意図などを的確に理解して，論理的に表現したり伝え合ったりする力を養うため，各レッスン中に Tips for
Logical Thinking などの解説を用意しました。

3） 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，相手に配慮しながら主体的，自律的にコミュニケーションを図
ろうとする態度を養うため，Tips for English Expression という異文化コミュニケーションを行う際の
留意点を解説するコラムページを用意しました。

（2）  論理・表現Ⅱの目標を実現するための工夫
英語学習の特質を踏まえ，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの３つの領域別に設定された目標の

実現のため，レッスンごとにテーマを設け，そのテーマで自分のことを表現するさまざまなタスクを配置し，英語の
表現力を育成できるよう設計しました。
　学習目標をレッスンごとゾーンごとに明示し，適切な分量のタスクを学びやすい順序で置くことで，英語で表現す
る意欲と主体性を常に学習者に持たせられるよう留意しました。
 各レッスンは，「①導入→②定着→③発展」の 3 ステップ（4 頁）の構成で，レッスンのゴールとなる③発展のステッ
プでは，SHARE と WRITE の活動を通して情報や考え，気持ち，意見や主張を発信する力を養うことに主眼をおき
ました。
 各レッスンのテーマには，「日常生活」「学校生活」といった身近なものから，「幸福」「多様性」「リーダーシップ」
といった社会的なものまで選び，論理・表現Ⅰよりも幅広い話題について伝える力を養えるよう配慮しました。

レッスン以外には，以下を用意しました。
・ Introduction（pp.6 ～ 15）：　論理的に考えるための練習を行うことを目的としたページ。
・ 発信活動のページ（スピーチをしてみよう！　ほか）：　各 Zone の最後に，事実や意見などを多様な観点から考察し，

論理の構成や展開を工夫しながら伝える能力を伸ばす方法をまとめています。

（3）  各レッスンの構成
各レッスンの「①導入→②定着→③発展」の 3 ステップ（4 頁）構成の詳細は，以下の通りです。ステップごとに

学習上の目的を明示し，教師にも学習者にも学習の過程が一目で分かるようレイアウトを工夫しました。

be English Logic and ExpressionⅡ Smart231 いいずな 論Ⅱ 717
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① 導入（授業への導入）　さまざまな話題と論理形式のパラグラフ（Start-Up）を提示して，英語の形や語順，表現，
発音・アクセント・イントネーションを意識しながら発話する練習をします。
Start-Up レッスンごとに設定したテーマにそった英文で学習ポイントを学びます。Try! の設問で内容理解の確

認ができます。
Forms　英語で発信するために必要な英語の基本形（文法）を理解します。
Expressions　論理的な構成や展開の工夫を学びます。
Speaking　話す内容が伝わるように，発音・アクセント・イントネーションの確認をします。
Tips for Logical Thinking　論理的な文章をつくるためのヒントを紹介しています。

② 定着（Interactions）　レッスンのテーマにそった話題で，学習する文法項目を使って言語活動を行うことを目
的とします。さまざまな CHECK（文法と知識の確認問題）と TASK（話す［やり取り］，話す［発表］，書く，の
活動）を通して思考・判断・表現の力を身に付けます。

③ 発展（Active Learning）　レッスンのテーマにそったトピックに関する言語活動を行います。「話す」活動や
「書く」活動を積極的に行うことで，論理の構成や展開を工夫して詳しく伝える力をつけます。
SHARE 情報や考え，気持ちなどを，グループやクラスメイトに話して情報交換します。
WRITE 意見や主張などのまとまった文章を，書いて伝えます。

学習到達目標の提示
 上記に加えて，レッスンごとの学習到達目標を Self-Check，Zone ごとの学習到達目標を Study Flow として提示す
ることで，学習者に英語で表現する意欲と主体性を持たせることに意を用いています。
● Self-Check：各レッスンの 3，4 ページ目に掲載。学習到達目標をチェック欄とともに提示。
● Study Flow：教科書の後見返しに掲載。各レッスン，各ゾーンの学習到達目標をチェック欄とともに提示。

レッスン以外のページ
● 前見返し：英語による授業に活用できるよう「コミュニケーションにつながる英語表現」を整理して掲載していま

す。
● Tips for English Expression：「気持ちを伝えよう！」「考えを伝えよう！」「英語らしさと日本語らしさ」な

ど，英語の背景にある文化に対する理解を踏まえて，聞き手や読み手に配慮してきちんとした意思疎通ができるた
めの情報とアドバイスを提供しています。

● EXTENSION：レッスンで学習する内容の発展的情報を提供する資料ページです。
● 発信活動：「スピーチをしてみよう！」「プレゼンテーションをしてみよう！」「ディベートをしてみよう！」「ディ
スカッションをしてみよう！」では，それぞれの発信活動に必要な表現や構成を学び，実践します。

● パラグラフを書いてみよう！：英語のパラグラフ構成の基本を学習します。
● Supplementary Writing Exercises：発信力向上のため，さまざまなテーマについて英語で書く練習をします。

⇒ ⇒

①導入 ②定着 ③発展
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 2．対照表 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容

該
当
箇
所

配
当
時
間教材名 言語材料 （1） （2）

（3）

①言語活動 ②言語の働き

ア イ ウ エ ア 使用場面 イ 働き

LESSON 1
Future Plans

現在形・過去形・完
了形・will / be going 
to

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア） （ア）
（ア） 学校，
家庭

（ア） 相づちを
打つ

pp.17-20 2

LESSON 2
Free Time at 
Home

不定詞（名詞用法）・ 
動名詞・ 不定詞を使
う表現・ 名詞節

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア） （ア）
（ア） 学校，
家庭

（オ） 誘う pp.21-24 2

LESSON 3
Student Life

can / may
・must / should
・will / would
・助動詞＋ have ＋
過去分詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア） （ア）
（ア） 学校
（ウ） 先生と
の会話

（ウ） 説明する
（オ） 話を切り
出す

pp.25-28 2

スクリプト・ライティングをしてみよう！ （ア），（イ） ア，イ （ア） pp.30-31 2

LESSON 4
What You’ve 
Learned through 
Experience

形容詞・分詞・分詞
形容詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア） （ア）
（ア） 学校，
地域

（イ） SNS

（イ） 感じたこ
とを伝える

（ウ） 説明する
pp.33-36 2

LESSON 5　
Modern 
Conveniences

名詞＋形容詞句・前
置詞句・名詞＋分詞
句・名詞＋不定詞句・
形容詞を使う構文

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （イ） （ア） （ア）
（ア） 学校，
家庭，地域

（イ） 動画
pp.37-40 2

LESSON 6　
The Information 
Society

関係代名詞・関係副
詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア） （ア）

（ア） 家庭
（イ） イン
ターネット，
T Ｖレポート

（ウ） 説明する
（オ）説得する
・理由をたず
ねる

pp.41-44 2

スピーチをしてみよう！ （ア），（イ） ア，イ ア （イ） p.46-49 2

LESSON 7
Language and 
Thought

副詞
ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア），（イ）（ア），（イ）
（ア） 学校，
地域

（イ） 講演

（イ） 共感する
（オ） 共感を求
める

pp.51-54 2

LESSON 8
Emotions and the 
Workings of the 
Mind

不定詞（副詞用法）・ 
不定詞を使う表現・
分詞を使う表現・副
詞のはたらきをする
前置詞句

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ）（ア），（イ） （ア）
（ア） 家庭， 
地域

（ウ） 旅行
（オ） 励ます pp.57-60 2

LESSON 9
What Exactly Does 
Leadership Mean?

副詞節
ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ） （ア） （ア），（イ）

（ア） 学校， 
地域

（ウ） ストー
リーテリング

（イ）共感す
る

pp.61-64 2

プレゼンテーションをしてみよう！ （ア），（イ） ア，イ ア （イ） pp.66-69 2

（オ）情報をた     

　
ずねる
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LESSON 10　
Introducing Japan

原級を使う比較・ 比
較級を使う比較・最
上級を使う比較・比
較を使う表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ） （ア） （ア），（イ）
（ア） 地域
（ウ） デー
タ・グラフ

（エ） 提案する pp.71-74 2

LESSON 11　
Making Innovation 
Happen

仮定法過去・仮定法
過去完了・wish / if 
only / as if・仮定法
を使う表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア） （ア），（イ）（ア），（イ）
（ア） 学校
（イ） 記事

（ア） 会話の間
をとる

（エ） 仮定する
pp.75-78 2

LESSON 12
Embracing 
Diversity in 
Society

要求や必要を表す表
現・認識の表現・時
制の一致・話法・時
を表す表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ）（ア），（イ）（ア），（イ）

（ア） 学校，
地域

（イ） 有名人
の引用句，
論文

（イ） 共感する
（エ） 主張する

pp.81-84 2

ディベートをしてみよう！ （ア），（イ） ア，イ ア （イ） pp.86-91 2

LESSON 13　
Tourism and 
Japanese Society

「ある」「いる」の表
現・「なる」「するよ
うになる」の表現・

「かかる」の表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ） （ア） （ア），（イ）
（ア） 地域
（ウ） 観光ガ
イド

（イ） 感謝する pp.93-96 2

LESSON 14　
Food and Health

使役動詞・分詞を使
う「させる・される」
の表現・不定詞を使
う「させる」の表現・
知覚動詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ）（ア），（イ）（ア），（イ）
（ア） 学校，
家庭，地域

（ウ） 病院

（オ） 具合をた
ずねる pp.97-100 2

LESSON 15　
SDGs and Issues 
Facing the World

主語の表し方・無生
物主語
・日本語と違う表し
方

ア（ア），
（イ）

ア，イ ア （ア），（イ）（ア），（イ）（ア），（イ）

（ア） 地域
（イ） ラジオ
（ウ） データ・
グラフ

（エ） 相手の意
見に反応する

pp.101-
104

2

ディスカッションをしてみよう！ （ア），（イ） ア，イ ア （イ）
pp.106-

109
2

パラグラフを書いてみよう！ （ア），（イ） ア，イ ア （イ）
pp.110-

121
2

Supplementary Writing Exercises （ア），（イ） ア，イ ア （イ）
pp.122-

125
2

計 44
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